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さ あ 、  出 か け よ う

ク シ ョ ン 展 」 に 行 き ま し た 。 行 く まで 、 ず い ぶ ん 迷 い ま し た 。 億 劫 で 腰 が上 が ら な い の で す 。 我 が 家 か ら 北 九 州美 術 館 に 行 く に は 、 ま ず 循 環 バ ス に 乗っ て 山 口 駅 へ 。 山 口 線 で 新 山 口 駅 へ 、新 幹 線 で 小 倉 ま で 行 き 、 そ し て バ ス 。　
自 動 販 売 の 切 符 が ス ム ー ズ に 買 え る

か な ？

　
難 聴 の 耳 も 気 に な る 。 考 え る

と 腰 が 引 け る 。 で も 、 見 た い 。 意 を 決し て 、 靴 紐 を き つ く 結 ん で 出 発 。 小 倉か ら の バ ス の 中 は 中 高 年 の 女 性 ば かり 。 二 十 人 く ら い 美 術 館 で 降 り た 。 皆さ ん 、 フ ァ ッ シ ョ ナ ブ ル で 、 足 取 り も

　
昨 年 の こ と に な り ま す

が 、 十 月 中 旬 、 北 九 州 美 術館 「 開 館 五 十 周 年 ・ 大 コ レ

軽 い 。 そ の 後 に 続 い た 。　
再 会 の 作 品 も あ り 懐 か し か っ た 。

が 、 初 対 面 の 作 品 も 多 く 、 長 く 見 てい る と 疲 れ た 。 途 中 で 館 内 の カ フ ェで 昼 食 。 力 を 満 た し 会 場 に 戻 っ た 。　
デ イ ヴ ィ ッ ド ・ ホ ッ ク ニ ー の リ ト

グ ラ フ に 釘 付 け に な っ た 。 明 る い 青の 淡 彩 と 暗 い 青 の 淡 彩 で で き た 水 のリ ト グ ラ フ 一 枚 、 と 線 で で き た 水 のリ ト グ ラ フ 一 枚 。 な ん だ こ の 不 思 議な 感 覚 。 画 面 の 水 が 動 い て い る 。 目が 離 せ な い 。 作 家 の 名 を メ モ し て 帰宅 し て 調 べ た 。 な ん と 超 有 名 な 画 家だ っ た の だ 。 知 ら な か っ た 。　
ホ ッ ク ニ ー を 追 お う 。 推 し 活 だ 。

執 着 す る も の が で き た 。 出 か け た 収穫 は 大 き か っ た 。 さ あ 、 出 か け よう 。

入 賞 し た ５ 作 品

ど を 漢 字 一 字 で 表 し た 書を 昨 年 末 に 募 集 。 過 去 最多 と な る １ ３ ５ ２ 点 が 寄せ ら れ た 。 会 場 に は 、 入選 し た １ ０ ０ 点 が 展 示 され て い る 。　
最 優 秀 賞 に 輝 い た の

は 、 岡 藤 瞬 大 く ん （ 湯 田小 ６ 年 ） に よ る 「 舞 」 の字 。  「 中 学 校 生 活 が 楽 しく 過 ご せ る よ う に 」 と の

願 い を 込 め た と いう 。 ま た 、 山 口 市教 育 長 賞 は 嶋 田 詩さ ん （ 宮 野 小 ６年 ） の 「 夢 」  、 山口 市 菜 香 亭 賞 は 木村 綾 乃 さ ん （ 名 田島 小 ５ 年 ） の「 鏡 」  、 歴 山 会 賞 は安 本 早 良 さ ん （ 附属 山 口 小 ６ 年 ） の「 挑 」  、 特 別 賞 は 大庭 源 太 郎 く ん （ 同小 ５ 年 ） の 「 進 」

　
企 画 展 「 ２ ０ ２ ５ 年 を

漢 字 一 字 で 表 す 書 道 展 」が 、 ２ 月

2 8日  （ 金 ）  ま で 山

口 市 菜 香 亭 （ 山 口 市 天 花１ ） で 開 催 さ れ て い る 。
1 9年 に 始 ま っ た 取 り 組 み

で 、 今 回 で ７ 回 目 と なる 。　
山 口 市 内 の 小 学 ５ ・ ６

年 生 か ら 、

2 5年 の 個 人 の

抱 負 や 世 の 中 へ の 希 望 な

が 受 け た 。　
応 募 の 際 に 選 ば れ た 漢

字 は 、 初 回 以 降 ７ 年 連 続で 「 楽 」  （ １ ０ ５ 点 ） が最 多 だ っ た 。 以 下 、
「 夢 」  「 挑 」  （ と も に

5 2

点 ）  、  「 幸 」  （

4 7
点 ）  、

「 友 」  （

4 6点 ）  、  「 努 」  （

4 5

点 ）  、  「 笑 」  （

4 2
点 ）  、

山 口 市 菜 香 亭 に  １  ０  ０ 点 が ズ  ラ リ

小 学 ５  ・  ６ 年 生 の  「 ２ ０ ２ ５ 年 を 漢 字  一  字 で 表 す 書 道 展 」
～ ２ 月

「 新 」  「 仲 」  （ と も に

2 8

点 ）  、  「 進 」  「 優 」  「 和 」「 心 」  （ と も に

2 7点 ）  、

「 輝 」  「 平 」  「 明 」  （ と も に

2 5点 ）  、  「 希 」  「 絆 」  （ と も
に

2 4点 ） と 続 い て い る 。

　
同 施 設 の 吉 岡 志 峰 さ ん

は 「 個 人 の 抱 負 は 素 直 で希 望 に 満 ち あ ふ れ た 様 子が う か が え る 。 そ の 一 方で 、 能 登 半 島 地 震 、 羽 田空 港 で の 航 空 機 衝 突 事故 、 い ま だ に 続 く ウ ク ライ ナ 戦 争 な ど の 世 相 を 受け て 、 平 和 へ の 願 い を 込め た 書 が 多 く 見 受 け ら れた よ う に 感 じ た 」 と 、 選ば れ た 漢 字 に つ い て 感 想を 述 べ た 。　
観 覧 料 は 、 一 般 １ ０ ０

円 、 小 ・ 中 学 生

5 0円 （ 未

就 学 児 無 料 ）  。 火 曜 休館 。 問 い 合 わ せ は 、 同 施設 （

☎
０ ８ ３

－

９ ３ ４

－

３ ３ １ ２ ） へ 。

　

2 5日  （ 土 ）  午 前 ９ 時 半 か

ら は 表 彰 式 が 開 催 。 そ の際 、 山 口 高 書 道 部 に よ るパ フ ォ ー マ ン ス も 実 施 され る 。 同 部 の 部 員 １ 人が 、  「

2 5年 を 表 す 漢 字 一

字 」 を 、 ２ 畳 分 の 大 き さの 和 紙 に 揮 ご う す る 。 書か れ た 書 は 、 同 日 以 降 の会 期 中 、 同 施 設 内 に 展 示さ れ る 。　 「 本 企 画 展 に 合 わ せて 、 杉 孫 七 郎 、 長 三 州 とと も に 「 長 州 三 筆 の １人 」 と さ れ る 野 村 素 介 の書 を 特 別 展 示 。 杉 孫 七 郎の 扁
へ ん

額 が く

も 常 設 し て い る の

で 、 三 筆 の う ち ２ 人 の 書を 見 学 で き る 。 ま た 、 人気 書 道 家 ・ 武 田 早 雲 の 色紙 も 飾 っ て い る の で 、 子ど も た ち の 力 作 と 合 わ せて ぜ ひ 鑑 賞 を 」 と 吉 岡 さん は 来 場 を 呼 び 掛 け て いる 。
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１ 月

2 8日  （ 火 ）

1 0時

3 0分 ～

1 2時

3 0分

コ ミ ュ ニ テ ィ

ー
セ ン タ

ー

「 は ぁ も に ぃ ～ ♪ 」（ 新 山 口 駅 在 来 線 口

　
こ こ と 小 郡 店 前 ）

無 料

と

 き

と こ ろ参 加 費

▲ コ ー  プ  や ま ぐ ち H P

▲I n st a gr a m

サ  ン  デ  ー  美  術  館

3 1 9

ア ー ト ス ク ー ルの 入 学 許 可 証 と

奨 学 金 を 獲 得 。 留 学 生 試験 も 合 格 し て 、 残 る は 両親 だ け ！

　
と 意 気 込 む 娘

に は 全 く 通 じ な い ▼ 「 お金 は ど う す る の 」 と 必 殺技 を 繰 り 出 す が 、  「 画 家に な る か ら 結 婚 し な い 。だ か ら 結 婚 費 用 を く だ さい 」 と 言 い 出 す 始末 ・ ・ ・ 野 獣 で あ る ▼ 出発 間 際 、 母 は 娘 に ブ ル ー
の ジ ョ ー ゼ ッ ト の ス リ ー ピー ス を 送 っ た が 、 心 痛 で 寝込 ん だ 。 娘 は そ れ を 着 て 旅立 っ た ▼ そ れ か ら 半 世 紀 。結 婚 し 、 自 ら も 母 と な り 、い の ち を 育 み 、 描 き 続 け たマ リ コ が

7 5歳 の 時 、 天 に 召

さ れ た 母 を 想 い 描 い た も のが こ の 絵 で あ る ▼ 穏 や か な情 愛 に 溢 れ た 絵 だ と 思 う 。※ 坂 井 眞 理 子 展 （ １ 月

2 6日

ま で ） 展 示 作 品 よ り

　 「 卒 業 し た ら ニ ュ ー ヨ ーク に 留 学 し ま す ！ 」  。

2 2歳

の マ リ コ が 、 突 然 、 宣 言 した 。 海 外 渡 航 が ま だ 自 由 化さ れ て い な い １ ９ ６ ３ 年 冬の こ と で あ る ▼ 娘 の 口 か らあ ら ぬ 言 葉 を 聞 い た 母 は その 場 に へ た り 込 ん だ ▼ 「 若い 女 の 子 が 一 人 で 外 国 に 住む だ な ん て 考 え た だ け で 恐ろ し い 」 と 反 撃 す る が 、 半年 以 上 も か け 、 必 死 の 思 いで ブ ル ッ ク リ ン 美 術 館 付 属 い  の ち  の 色 、い  の ち  の か た ち

１ 月

2 8日  （ 火 ）

 

「 子 育 て ひ ろ ば 」

に お 越 し く だ さ い ♪

女 神 に な  っ  た 母  （ 部 分 ）

　
坂 井

眞 理 子

　
２  ０  １  ５ 年

　
作 家 蔵

県 立 美 術 館

　 　

河 野

　
通 孝

ほ  っ  と ひ と 息 で き る 場 所 で す次 回 は ３ 月

2 5日  （ 火 ）  開 催 予 定 で す ♪

　
赤 ち ゃ ん ・ 未 就 学 児 の お 子 さ ん が お ら れ

る ご 家 族 な ら 誰 で も 参 加 で き る 、 親 子 の 出会 い の 場 ・ ふ れ あ い の 場 。 基 本 的 に ノ ン プロ グ ラ ム で 、 の ん び り く つ ろ げ 、 自 由 に 過ご せ る 空 間 を 提 供 す る 場 で す 。　
参 加 予 約 は 不 要 。 い つ 来 て い つ 帰 っ て も

Ｏ Ｋ 。 の ん び り し た い 方 も 、 お 友 だ ち を つく り た い 方 も 、 ど う ぞ お 気 軽 に ご 利 用 く ださ い 。◆ お 問 い 合 わ せコ ー プ や ま ぐ ち 組 合 員 活 動 グ ル ー プ
０ １ ２ ０

－ ２ ７

－ ５ ５ ２ ０ （ 月 〜 金

　
９ 時 〜

1 8時 ）

　
子 育 て ひ ろ ば の 日 程 や 様 子 は 、 コ ー プ や

ま ぐ ち の ホ ー ム ペ ー ジ で も チ ェ ッ ク で き ます 。 急 な 予 定 変 更 の 場 合 が ご ざ い ま す ので 、 あ ら か じ め ご 確 認 く だ さ い ま す よ う お願 い 申 し 上 げ ま す 。

　
今 回 初 め て 参 加 し ま し た 。

子 育 て ひ ろ ば の こ と は 知 っ てい ま し た が 、 他 の 予 定 で な かな か タ イ ミ ン グ が 合 わ ず 、 やっ と こ れ ま し た ！

　
他 の お 母

さ ん と 交 流 し た り 、 工 作 が あっ た り 、 と て も 楽 し か っ た です ♪

　
子 ど も の こ と も 見 て い

た だ け て 、 ゆ っ く り す る こ とが で き ま し た 。　 （ ペ ン ネ ー ム

　
Ｙ ・ Ｈ さ ん ）

ひ ろ ば 参 加 者 の 感 想

 １ 行 記 事　 ２ ０ ２ ４ 年 に お け る 山 口 市 の 人 身 交 通 事 故 は 、 発 生 ２ ５ ０ 件 、 死 者 数 ８ 人 、 負 傷 者 数 ２ ８ ３ 人 。 そ れ ぞ れ 前 年 よ り 、 ７ １ 件 減 少 、 ２ 人 増 加 、 ８ ６ 人 減 少 だ っ た 。

第

4 9代 吉 南

J 

C理 事 長

佐
さ

藤 とう

　
光 ひ か る

さ ん

1 9 8 8 年 4 月 、 広 島 県 生 ま れ 宇 部 市 在 住 の
3 6 歳 。 広 島 工 業 大 卒 業 後 、 飲 食 業 界 に 就
職 し 、 5 年 前 に ソ ニ ー 生 命 保 険 に 入 社 。 趣
味 は 、 写 真 や 動 画 の 編 集 や デ ザ イ ン で 、
吉 南 Ｊ Ｃ ウ ェ ブ サ イ ト に 掲 載 の 今 年 度 ス
ロ ー ガ ン は 自 身 が デ ザ イ ン し た 。

8 9 3

　
１ 月

1 1日 の 総 会 で 、 吉

南 青 年 会 議 所 （ Ｊ Ｃ ） の第

4 9代 理 事 長 に 選 任 さ れ

た 。 ス ロ ー ガ ン は 「 Ｂ ｅ

 

ｔ ｈ ｅ

 

ｌ ｉ ｇ ｈ ｔ 〜 活

動 の そ ば に 成 長 を 。 地 域を 照 ら す 光 と な る 」 を 掲げ た 。 会 員 そ れ ぞ れ が リー ダ ー と し て 成 長 し 、 今後 も 地 域 に 必 要 と さ れ る組 織 で あ り た い と の 思 いを 込 め た 。　
２ ０ ２ ３ 年 に 入 会 し 、

今 年 で ３ 年 目 。 昨 年 は 会員 拡 大 に 力 を 入 れ る 「 拡大 委 員 会 」 委 員 長 を 務 め

た 。 そ の 他 に も 「 ふ し の 夏ま つ り 」 の 運 営 委 員 長 と して 、 コ ロ ナ 禍 か ら の 復 活 ２年 目 を 盛 り 上 げ た 。　
今 年 度 も 同 祭 り の 主 体 的

な 運 営 や 、  「 新 山 口 イ ル ミネ ー シ ョ ン 」 な ど の 事 業 に取 り 組 む 傍 ら 、 来 る

5 0周 年

に 向 け て も 準 備 を 進 め て いる 。　
「 面 白 い 、 や り た い 、 か

な え た い と 強 く 思 え ば 共 感を 起 こ す 。 周 囲 を 巻 き 込 んで い き な が ら 互 い に 補 完 し合 い 、 目 的 を 達 成 で き れば 」 と 意 気 込 み を 語 る 。
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次 回 は １ 月 2 9 日 掲 載

昨 年 の 西 京 高 に よ る ス テ ー ジ

 １ 行 記 事　 「 日 本 の 伝 統 を 楽 し む ～ 手 づ く り 凧 」 展 が 、 山 口 ふ る さ と 伝 承 総 合 セ ン タ ー （ 山 口 市 下 竪 小 路 ） で ２ ６ 日 （ 日 ） ま で 。 １ 月 の 「 マ ン ス リ ー 企 画 」 で 、 観 賞 無 料 。

　
吹 奏 楽

や 管 弦 楽に 取 り 組む 小 学 生か ら 社 会人 ま で の約 ６ ０ ０人 が 一 堂に 会 し 、昨 年 １ 年間 の 練 習の 成 果 を発 表 し 合う 「 第

2 7

回 ニ ュ ーイ ヤ ー バ

４ 時 半 ご ろ ま で 。 山 口市 、 県 吹 奏 楽 連 盟 山 口 地区 、 山 口 市 文 化 振 興 財 団の 主 催 で 、 入 場 無 料 。　
デ ィ ズ ニ ー や ジ ブ リ な

ど の ス ク リ ー ン ミ ュ ー ジッ ク 、 本 格 的 な ク ラ シ ック 曲 、 ポ ッ プ ス な ど 、 さま ざ ま な 曲 が 演 奏 さ れる 。 出 演 す る の は 、 小 学校 ４ 校 （ 上 郷 、 井 関 、 小郡 南 、 小 郡 ）  、 中 学 校 ９校 （ 小 郡 、 鴻 南 、 秋 穂 、阿 知 須 、 宮 野 、 大 殿 、 大内 、 平 川 、 山 口 大 附 属 山口 ）  、 高 校 ５ 校 （ 県 鴻城 、 中 村 女 子 、 山 口 農業 、 西 京 、 山 口 ）  、 山 口ブ ラ ス ソ サ エ テ ィ 、 県 立大 吹 奏 楽 団 Ｂ Ｌ Ａ Ｚ Ｅ 、山 口 大 吹 奏 楽 部 の

2 1団

ン ド フ ェ ス テ ィ バ ル ２ ０２ ５ 」 が 、

2 5日  （ 土 ）  に あ

る 。 会 場 は 山 口 市 民 会 館（ 山 口 市 中 央 ２ ） で 、 時間 は 午 前 ９ 時 半 か ら 午 後

体 。 さ ら に 、 小 郡 地 域の 児 童 ・ 生 徒 で 構 成 され る 「 小 郡 合 同 バ ンド 」 に よ る 演 奏 も ある 。 ま た 、 昨 年

1 2月 に

開 か れ た 「 第

4 7回 全 日

本 ア ン サ ン ブ ル コ ン テス ト 県 大 会 」 で 金 賞 を受 賞 し 、 ２ 月 の 中 国 大会 に 出 場 す る 山 口 大 ＯＢ 吹 奏 楽 団 （ フ ル ー ト三 重 奏 ） と 小 郡 中 （ 管打 八 重 奏 ） に よ る ス テー ジ も 披 露 さ れ る 。

　 「 小 学 生 か ら 一 般 ま での 幅 広 い 世 代 が 、 吹 奏楽 、 オ ー ケ ス ト ラ 、 マ ーチ ン グ な ど さ ま ざ ま な 編成 で 出 演 す る 。 各 団 体 によ る 個 性 あ ふ れ る 演 奏を 、 ぜ ひ 聞 い て ほ し い 」と 同 館 は 来 場 を 呼 び か けて い る 。　
こ の コ ン サ ー ト は 、

「 市 民 コ ン サ ー ト 」 か ら
吹 奏 楽 ・ 管 弦 楽 部 門 が 独立 し た 形 で １ ９ ９ ６ 年 １月 に ス タ ー ト 。 中 高 生 にと っ て は 、 ３ 年 生 が 引 退し 、 １ 、 ２ 年 生 が 中 心 とな っ て 臨 む 「 新 人 演 奏会 」 の 位 置 づ け に も な る舞 台 だ 。 ま た 、 前 身 と なる 「 市 民 コ ン サ ー ト 」は 、 音 楽 コ ン ク ー ル で 優秀 な 成 績 を 収 め た り 熱 心に 音 楽 活 動 を 続 け た り し

︻ フ ル ー ト ・ サ ッ ク ス ・オ カ リ ナ 生 徒 募 集 ︼

無 料

体 験 レ ッ ス ン 有 。 楽 器 無で も Ｏ Ｋ ！ 初 心 者 歓 迎 。☎
０ ８ ３ ６ ３ ５ ８ ２ ３ ４

︻  ﹁ あ な た ﹂ の 情 報 届 け ませ ん か ︼

サ ン デ ー 伝 言 板

は 無 料 も し く は 低 料 金 で気 軽 に 「 あ な た 」 の 情 報を 約 ６ 万 ４ ０ ０ ０ 世 帯 に発 信 可 能 。 お 申 し 込 み はウ ェ ブ サ イ ト （

https://

w
w

w.sunday-ya
maguchi.

co.jp/ ） か ら 。

て い る 山 口 市 民 を 招 い てピ ア ノ 演 奏 や 合 唱 な ど の名 演 奏 を 再 現 し て も ら おう と 、

7 4年 か ら 毎 年 ３ 月

に 開 か れ て い る 。︻ 催 場 ︼

2 4日  ︵ 金 ︶  ~ ２ 月

９ 日  ︵ 日 ︶  :

イ ン テ リ ア 館

ミ ュ ゼ 英 国 ア ン テ ィ ー ク蚤 の 市

︻ 美 術 ギ ャ ラ リ

ー ︼ ~

2 7日  ︵ 月 ︶  :

柏 村 文

路 日 本 画 展 山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

お 知 ら せ 学
　 　

ぶ

2 5日

ニ ュ ー イ ヤ ー バ  ン ド  フ ェ ス  テ  ィ バ  ル
小 学 生 か ら 一 般 ま で 、 さ ま ざ ま な 編 成 で 出 演



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） １ 月 ２ ２ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


